
 
 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 学修・修博一貫教育などの教育改革、世界の研究ハブを目指した研究改革、教員ポストの全学管

理などのガバナンス改革を一体的に推進するなど、新たな体制整備の導入期であり、これらがおお

むね順調に進んでいることが確認された。今後、これらを通じた成果の創出を期待したい。 

 

特に優れた点 

○ 教員ポストの全学管理のため、人事委員会を設置し、人事の刷新に取り組んでいる点は組織のメ

リットを生かした工夫といえる。今後の実効的な取組を期待したい。 

 

期待する点 

○ 体制の整備に尽力されているが、今後は、これらを基盤として、研究、教育における外国人教員

（本務者）、留学生、女性教員、若手教員等の比率増の実効的な取組を期待する。 

 

○ 今後、計画されている URA を含めた研究支援の仕組み・体制などについて、更なる充実も含め、

検討・早期の実現を期待する。 

 

○ 外国の大学とのベンチマークについては、多数の具体的な指標のデータ比較などを含め、更に検

討することが望まれる。 
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